
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三次佐賀市男女共同参画計画    

実績について 

（令和 2年度） 

第三次佐賀市男女共同参画計画  

計画期間：平成２８年度～令和２年度 

  この計画では、「男女共同参画社会の実現」に向けて５つの基本方向を示し、それぞれに

成果指標を設け、事業実施による効果を測ることにしている。 

また、基本方向の達成に向けて、各課が取り組んだ施策の内容を毎年調査し、進捗状況を

確認している。 

【実績値の表し方】 

目標が数値で設定されているものについては、その実績値を記載。 

目標が事業実施の有無で設定されているものについては、 

事業を実施したものを「○」、実施しなかったものを「×又は中止」、 

対象となる事由が発生しなかったものを「－」で記載。 

資料 4-2 

【色の凡例】 目標達成 順調な進捗状況 未達成又は不調

【「-」】 意識調査の調査年度でないためデータなし

【色の凡例】 目標達成 順調な進捗状況 未達成又は不調

【「-」】 意識調査の調査年度でないためデータなし



Ⅰ．人権の尊重と男女共同参画の意識づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

①

各種メディアを活用し、4・14
パートナーデーの周知を行う。
【数値目標】パートナーデーの
認知度（市民意識調査）

35.5% - 38.0% -
50.0%

(R1年度)

テレビ、市報、HP、ＰＲ用名刺台紙等により周知を図った。ま
た、街頭啓発や出前講座、研修会等の際にも随時啓発に努
めた。

人権・同和政
策・男女参画課

②

フォーラムや講座等を開催し、
男女共同参画意識を醸成す
る。
【数値目標】男女共同参画に
関する講座等の受講者数

746人 1041人 1,283人 798人
800人以上／

1年
出前講座、研修会、フォーラム等を16回実施し、男女共同参
画意識を醸成した。

人権・同和政
策・男女参画課

③

佐賀市男女共同参画情報誌
「ぱすぽーと」を作成し、市民に
配布する。また、市民編集委員
による、新たな視点での情報誌
づくりに取り組む。

○ ○ 〇 〇 ○
2,500部×2回発行。本庁各課、支所、公民館、小・中学校、
協賛事業所、金融機関（5社）市内各支店等に配布し、窓口
等に設置した。

人権・同和政
策・男女参画課

④

街頭啓発キャンペーン時に配
付するチラシやグッズなどに男
女共同参画につながる人権啓
発メッセージを掲載する。

- ○ 〇 〇 ○
人権週間街頭啓発キャンペーン配布用チラシ（800部）、カレ
ンダー（8,000部）、啓発キャラクターキーボールチェーンに
「女性の人権ホットライン」を掲載した。

人権・同和政
策・男女参画課

⑤

公民館の広報紙において、男
女共同参画に関する記事を掲
載する。
【数値目標】広報紙への男女
共同参画関係記事を掲載した
公民館数

25館/32館 30館/32館 30館/32館 22館/32館 32館/32館

公民館の館報にて、パートナーデーや男性料理教室、通学
合宿の報告など、男女共同参画に関する記事を掲載した。未
実施の公民館では、コロナウイルス感染症に関する記事掲載
で紙面の都合がつかなかった。

公民館支援課

①

講座等において、ジェンダー・
ギャップ指数などの男女共同
参画に関する国際基準の情報
を提供する。

○ ○ 〇 〇 ○
庁内向け情報紙「男女共同参画課の窓から」及び佐賀大学
学生、市職員、市民対する講座等において、男女共同参画
に関する国際比較の情報提供を行った。（参加者：363人）

人権・同和政
策・男女参画課

体系一覧（第三次計画）

事　業

１．男女共同参画意識の醸成

1．市民の意識改革のための啓発事業の充実や情報の提供

2 　男女共同参画関連の国際規範・基準の理解と浸透
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Ⅰ．人権の尊重と男女共同参画の意識づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①

人権ふれあい学級等におい
て、男女の人権を取り扱う。
【数値目標】男女の人権を取り
扱った人権・同和教育学級等
の受講者数

- 4,130人 4,368人 4,399人
のべ750人
（Ｈ28年度

～Ｈ32年度）

地域での人権学習会等において「男女の人権」について学習
した。(3回、31人）

人権・同和政
策・男女参画課

②

中学生に対して、男女共同参
画に関する授業を実施する。
【数値目標】「男女共同参画社
会へ～パートナーシップ条例
を知ろう～」を活用した授業の
実施校

全市立
中学校

全市立
中学校

全市立
中学校

全市立
中学校

全市立
中学校

中学１年生に対して、市内全中学校で指導を行った。 学校教育課

③

小中学校の教職員研修向けハ
ラスメント研修において、男女
平等教育を取り扱い、性別にと
らわれない進路指導や生徒指
導を行うように支援する。
【数値目標】教職員向け男女
平等教育研修実施校

全市立
小・中学校

全市立
小・中学校

全市立
小・中学校

全市立
小・中学校

全市立
小・中学校

校内研修で、夏季休業中を中心に、市内全小中学校におい
て、研修用ビデオ教材や講師招聘等によるハラスメント研修
を、年1回以上実施した。

学校教育課

④

保育従事者研修会の中の人権
研修において、男女の人権を
取り扱う。
【数値目標】男女の人権を取り
扱った保育従事者研修の参加
人数

- 396人 226人 中止 300人/年
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、集合研修は行わ
ず、各教育・保育施設に資料の提供を行った。

保育幼稚園課

1．家庭・学校・地域社会における男女平等教育の推進

２．性別によらない教育・学習の充実
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Ⅱ．男女がお互いを認め合う社会づくり

重点
目標

施策
基準値
(H26年度)

実績値
（H30年度）

実績値
（R1年度）

実績値
（R2年度）

目標値
(R2年度)

事業内容 担当課

①
エイズや性感染症等の予防・
啓発のため、情報提供を行
う。

○ ○ 〇
①　〇
②　－
③　〇

○

情報提供の具体的な内容
①世界エイズデーポスターコンクールの募集案内や匿名・
無料エイズ検査の案内
②HIV普及啓発月間にあわせたエイズ検査の案内（令和２
年度は新型コロナウイルス感染症の影響により未実施）
③梅毒感染者の県内状況
※①、②…窓口にチラシ設置
※①、②、③…HP掲載

健康づくり課

②

保護者に対して、児童・生徒
に対する正しい性教育の必要
性について説き、学校と家庭
の双方から児童生徒の理解を
促進する。
【数値目標】「男女の性」「性
的少数者」等について掲載し
た便り等を発行した学校数

－
全市立
小・中学校

全市立
小・中学校

全市立
小・中学校

全市立
小・中学校

　
保護者に対して、性に関する理解の促進を図ることを目的
に、学級通信、学校通信、保健だより等で「男女の性」「性的
少数者」等の学習した内容を紹介した。

学校教育課

③

講座等において、生物学的性
差と社会的性差及び性の多
様性について市民への理解
を促す。

○ ○ 〇 〇 ○
庁内向け情報紙「男女共同参画課の窓から」及び市職員、
佐賀大学学生などに対する講座等で啓発を行った。（参加
者：553人）

人権・同和政
策・男女参画課

①
市報やラジオ等において、男
女の表現に配慮する。

○ ○ 〇 〇 ○
「市報編集上のルール」により、男女の固定的なイメージによ
る表現を避けるよう各課へ指導した。

秘書課

②
講座等において、メディア･リ
テラシーについて啓発を行
う。

○ ○ 〇 〇 ○
市職員・富士大和温泉病院職員、佐賀大学学生など、各種
講座において啓発を行った。（参加者：149人）

人権・同和政
策・男女参画課

③

講座等において、インター
ネットや携帯電話の有害サイ
トに巻き込まれないよう啓発を
行う。
【数値目標】有害サイトによる
被害の防止を取り扱った講座
等開催・記事掲載回数

64回 80回 79回 83回
72回以上/1

年

・職員出前講座(18回）及び啓発行事（佐賀市内中学3年生
チラシ配布24回、市内小学校チラシ配布36回）の実施
・市報（3回）、消費生活サポーター養成講座（2回）開催

生活安全課

体系一覧（第三次計画）

事　業

１．性に関する理解の促進
1．男女の性及び性的少数者に関する教育の推進

2．メディア・リテラシーの向上

3 



Ⅱ．男女がお互いを認め合う社会づくり

重点
目標

施策
基準値
(H26年度)

実績値
（H30年度）

実績値
（R1年度）

実績値
（R2年度）

目標値
(R2年度)

事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

④

小・中学校における情報モラ
ル教育において、パソコンや
携帯電話に侵入する有害情
報の適切な対処法について
の学習に取り組む。

○ ○ 〇 〇 ○

小中学校共に道徳等の授業において情報モラル教育を実
施したり、警察等の外部人材を活用しインターネットの問題
について講演会を開いたりした。
また、中学１～３年で、技術・家庭科の「情報に関する技術」
で、情報通信ネットワークと情報モラルについて学習した。

学校教育課

⑤

「青少年が安全に安心してイ
ンターネットを利用できる環境
の整備等に関する法律」の啓
発を行う。

○ ○ 〇 〇 ○

青少年が安全に安心してインターネットを利用することがで
きるよう、小中学生配布対象の広報誌において保護者に向
けて啓発し、青少年のスマホやインターネット上でのトラブル
防止を図った。

社会教育課

①
公共機関のトイレに性に関す
る相談窓口を記載したカード
を設置する。

○ ○ 〇 〇 ○
公民館や市立図書館、市民活動プラザ等のトイレに相談窓
口を記載したカードを設置した。

人権・同和政
策・男女参画課

②

窓口や電話で、性に関する不
安や悩みについての相談を
受ける。また、相談の内容に
応じて、佐賀中部保健福祉事
務所等との連携を図る。

○ ○ 〇 〇 ○
窓口や電話で保健師が相談を受ける。相談内容によって
は、保健福祉事務所等と連携を図ることとしている。
（令和２年度　相談件数0件）

健康づくり課

①

講座等を通じて、セクシュア
ル・ハラスメントなどの性差別
に基づく暴力について、理解
と防止を促す。

○ ○ 〇 〇 ○

庁内向け情報紙「男女共同参画課の窓から」及び市職員、
市民、佐賀大学学生に対する講座等で啓発を行った（参加
者：392人）。また、市報やHPによる広報、公共機関における
ポスターの掲示などを行った。

人権・同和政
策・男女参画課

1.ハラスメントや男女間の暴力の根絶と救済・支援

3．性に関する相談窓口の広報及び相談体制の充実

２．ハラスメントや男女間の暴力の根絶

4 



Ⅱ．男女がお互いを認め合う社会づくり

重点
目標

施策
基準値
(H26年度)

実績値
（H30年度）

実績値
（R1年度）

実績値
（R2年度）

目標値
(R2年度)

事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①
無料労働相談において、セク
シュアル・ハラスメントへの相
談に対応する。

○ ○ 〇 〇 ○
セクハラを含めたあらゆる労働問題に関する相談窓口を設
置した。
労働相談窓口実施回数：24回

商業振興課

②

婦人相談員を設置し、面接や
メールによる相談に対応す
る。必要に応じて、性暴力救
援センターなどの関係機関と
の連携を図る。

○ 〇 〇 ○ ○

婦人相談員（2名）を設置し、夫婦間のトラブル、離婚、生活
問題等の相談に対応した。必要に応じて、性暴力救援セン
ターなどの関係機関との連携を図った。
婦人相談員相談対応延べ件数：1,382件

こども家庭課

③
市報やホームページ等で相
談窓口の広報を行う。

○ 〇 〇 〇 ○
市報、ホームページ、子育てガイドブック、フリーペーパー等
において相談窓口を周知した。

こども家庭課

④

ハラスメントや暴力に関する男
性被害者の相談窓口につい
ては、佐賀県立男女共同参
画センター実施の男性総合
相談「男性のための電話相
談」の広報を行う。

－ ○ 〇 〇 ○
公共機関のトイレに相談窓口を記載したカードの設置及び
ホームページで周知を図った。また、佐賀大学学生、市民に
対する講座等において広報した（参加者：232人）。

人権・同和政
策・男女参画課

①

在住外国人に対し、妊娠・出
産に関するＤＶＤの貸し出し
を行い、日本における出産へ
の不安解消に努める。
（ＤＶＤは英語、中国語、韓国
語、スペイン語、タイ語、ポル
トガル語、ベトナム語）

○ ○ 〇 〇 ○

窓口や佐賀市国際交流協会のホームページで妊娠から育
児までに関する子育てＤＶＤ貸出の周知を行った。
母子手帳交付の際、対象者向けに多言語ＤＶＤのチラシを
配布し、周知を行った。

国際課

②

生後2～4カ月頃、助産師、母
子保健推進員、保健師による
全戸訪問をし、情報の提供や
保健指導を行う。また、出産
後１カ月頃、母親を対象に
「産後うつアンケート」を実施
し、フォローが必要な産婦に
保健師がフォローをする。

－ ○ 〇 〇 ○

生後２～4か月頃に、助産師・母子保健推進員・保健師が各
家庭を訪問し、地域の子育て支援情報等の提供を行った。
訪問ができなかった家庭に関しては、状況把握のため主任
児童員や民生委員等へ訪問を依頼した。また、産後2週間
の産婦健診や出産後1か月頃に母親を対象に、「産後うつア
ンケート」を行い、必要に応じ母親への支援を行った。支援
数（訪問数）3,667件（延べ6,101件）

健康づくり課

2.ハラスメントや男女間の暴力に関する相談窓口の広報及び相談体制の充実

３．生涯にわたる心と身体の健康づくりの推進
1.妊娠・出産に関する支援

5 



Ⅱ．男女がお互いを認め合う社会づくり

重点
目標

施策
基準値
(H26年度)

実績値
（H30年度）

実績値
（R1年度）

実績値
（R2年度）

目標値
(R2年度)

事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

③

妊娠届出（母子健康手帳発
行）時に出産や栄養等に関す
る相談・指導を行い、妊婦健
診補助券を交付し、安全安心
な出産ができるよう支援する。
また、妊娠・出産に関する悩
みについて関係機関と連携し
て情報提供や相談を行う。

－ ○ 〇 〇 ○

妊娠届出時に保健師が窓口で個別指導を行った。夫婦・家
族で来庁をされる妊婦もあり、窓口では、血圧測定を行い健
康管理の意義や、家族の妊婦への支援を促した。また、妊
婦健診補助券（14枚）を交付し、妊娠中の健康管理を行い、
安心して出産が出来るように支援した。(1,688件)

健康づくり課

④

不妊治療に取り組む夫婦に
対して、医療保険の適用がな
い人工授精・体外受精・顕微
授精の治療費の一部を助成
し、経済的支援を行う。

－ ○ 〇 〇 ○
不妊治療費の一部を助成し、子どもを望む夫婦の経済的負
担の軽減を図った。また、スムーズに申請手続がとれるように
県と連携を取り、広報等で周知を図った。（助成数313件）

健康づくり課

①
市報に心の健康に関する記
事を掲載する。

－ ○ 〇 〇 ○
こころの健康に関する内容を市報に掲載するなど普及・啓発
を図った。（令和２年度：ウェットティッシュ3,900個配布、チラ
シ（班回覧）11,500枚配布）

健康づくり課

①

性と生殖に関する健康と権利
（リプロダクティブ・ヘルス/ライ
ツ）について理解を促す講座
や広報を行う。

○ ○ 〇 〇 ○
庁内向け情報紙「男女共同参画課の窓から」及び佐賀大学
学生（59人）に対する研修会等で啓発を行った。

人権・同和政
策・男女参画課

②
小・中学校の理科の授業にお
いて、生命の誕生等に関する
教育を行う。

○ ○ 〇 〇 ○
生命の連続性について、小5（母体内の成長）、中2（生物と
細胞）、中3（生物の殖え方）において学習するため、これら
の授業をもとに生命の誕生等について理解を促進した。

学校教育課

2.こころとからだの健康づくり対策の推進

3.性と生殖に関する健康と権利の理解の促進
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Ⅲ．あらゆる分野への男女共同参画を促す社会づくり

重点
目標

施策
基準値
(H26年度)

実績値
（H30年度）

実績値
（R1年度）

実績値
（R2年度）

目標値
(R2年度)

事業内容 担当課

①

専門知識を有する女性を広く
発掘し、女性人材リストを充実
させる。
【数値目標】女性人材リスト登
録者数

62人 99人 105人 102人 80人
市報（6月15号掲載）、ホームページ等にて広く登録者を募
集した。

人権・同和政
策・男女参画課

②

「各種審議会・委員会等への
女性委員の参画促進計画書」
に基づき、女性委員の登用を
促進する。

○ ○ 〇 〇 ○
審議会・委員会等の更新時や庁議等において各部署へ依
頼を行った。

人権・同和政
策・男女参画課

①

妊娠届出時に夫婦が協力し
て子育てするように啓発を行
う。また、母子手帳交付時に、
「プレママ＆プレパパサロン」
を紹介する。

－ ○ 〇 〇 ○
妊娠届出時に、ゆめぽけっとで開催している「プレママ＆プ
レパパサロン」を紹介し、夫婦で妊娠・出産・子育てを行うと
いう意識付けを行った。

健康づくり課

②

子育て支援センターゆめ・ぽ
けっとにおいて、「プレママ＆
プレパパサロン」を実施し、父
親の育児参加を促進する。
【数値目標】プレママ＆プレ
パパサロン男性参加者数

194人 200人 198人 63人
200人
／1年

「ゆめ・ぽけっと」の主催事業として「プレママ＆プレパパサロ
ン」を12回開催し、「初めて親になる不安の解消」及び「親と
しての心構え」などの意識啓発を行った。※令和2年度は、
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、4回中止とした。

保育幼稚園課

③

公民館において、男女共同参
画の視点に基づく講座を実施
する。
【数値目標】男女共同参画に
基づく講座を開催した公民館
数

32館/32館 31館/32館 32館/32館 21館/32館 32館/32館

公民館の主催事業や共催事業において、男女共同に関す
る人権講座や、男性料理教室、介護教室、子育て教室、家
庭力アップ講座、通学合宿など男女共同参画のきっかけと
なる講座を開催した。コロナウイルス感染症の影響により中
止となった講座もあった。

公民館支援課

体系一覧（第三次計画）

事　業

１．政策・方針決定過程への女性の参画拡大

1.家庭における男女共同参画促進

1.女性の審議会等への参画の促進

２．家庭や地域社会における男女共同参画の推進
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Ⅲ．あらゆる分野への男女共同参画を促す社会づくり

重点
目標

施策
基準値
(H26年度)

実績値
（H30年度）

実績値
（R1年度）

実績値
（R2年度）

目標値
(R2年度)

事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①
公民館と連携し、各種講座等
で地域における男女共同参
画を推進する。

－ ○ 〇 〇 ○
地域における男女共同参画の推進のため、公民館と連携
し、各校区の公民館主事に対して男女共同参画の視点を踏
まえた防災に関する講座を行った。（参加者：63人）

人権・同和政
策・男女参画課

②

男女共同参画リーダーの養成
を目的とし、男女共同参画に
関する会議・大会へ市民を派
遣する。

－ ○ 〇 〇 ○
男女共同参画リーダーの養成を目的として、日本女性会議
（愛知県刈谷市）へ市民1名をオンラインにて参加させた。

人権・同和政
策・男女参画課

①

地域での防災や避難活動に
対して女性の視点を反映でき
るよう、活動の担い手やリー
ダーとして、女性の参画を進
めていく。

－ 〇 〇 ○ ○

地域防災計画に男女共同参画の視点が反映されるよう努め
た。
また、佐賀市防災会議委員の改選時には、各機関へ女性の
方を推薦いただくよう依頼し女性登用を促進した。

危機管理防災
課

②

女性消防団員の加入、育成
指導の促進
【数値目標】佐賀市消防団に
おける女性消防団員数

84名 96名 102名 92名 100名 佐賀市消防団における女性消防団員の加入促進を図った。
危機管理防災

課

3.防災分野における男女共同参画促進

2.地域社会における男女共同参画促進
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

①

事業所を訪問し、子育てや介
護等をしながら働きやすい職
場づくりについての啓発を行
う。

－ ○ 〇 〇 ○
男女共同参画の推進に関して市内事業所（21事業所）
に対し、啓発を行った。

人権・同和
政策・男女

参画課

①

佐賀市男女共同参画推進協
賛事業所と連携し、4・14パー
トナーデーの普及に努める。
【数値目標】佐賀市男女共同
参画推進協賛事業所数

115事業所 176事業所 189事業所 １９９事業所 170事業所
協賛事業所にパートナーデーのポスター、メッセージ
カードを配布し、それぞれの掲示及び活用を依頼した。
（新規登録協賛事業所：13事業所）

人権・同和
政策・男女

参画課

①

「女性の職業生活における活
躍の推進に関する法律」に基
づき、事業所に対し一般事業
主行動計画の周知を図り、策
定を促進する。

－ ○ 〇 － ○
佐賀市働くひとにやさしい企業応援利子助成制度はＲ
2.3末にて終了

商業振興課

②

仕事と家庭の両立がしやすい
労働環境づくり等に積極的に
取り組む事業所に対して、利
子助成の支援を行う。

－ ○ 〇 － ○
佐賀市働くひとにやさしい企業応援利子助成制度はＲ
2.3末にて終了

商業振興課

③
男性の意識改革を含めた女
性の能力開発などに関する講
座・啓発を行う。

－ 〇 〇 〇 ○

・事業所を訪問し啓発を行った。
・庁内向け情報紙「男女共同参画課の窓から」に掲載し
た。
・佐賀大学学生、市職員（新採職員・新任管理監督者・
公民館主事）、市民、事業者などに対する研修におい
て、男性の意識改革を含めた女性の能力開発などに関
する啓発を行った。（参加者：676人）

人権・同和
政策・男女

参画課

２．女性の就労環境の改善

1.事業所における女性の活躍に向けた意識の醸成

体系一覧（第三次計画）

事　業

１．事業所における男女共同参画の推進

1.事業者の男女共同参画意識の醸成

2.事業所との連携
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①

女性が職場における意思決
定の場へ参画することの重要
性について啓発を行う。
【数値目標】女性の大活躍推
進佐賀県会議へ会員登録し
た市内事業所数

43事業所
（27年度）

135事業所 140事業所 145事業所 70事業所
事業所を訪問し、女性が職場における方針決定の場へ
参画することの重要性について説明することにより、啓
発を行った。

人権・同和
政策・男女

参画課

②

事業主に対し、積極的改善措
置（ポジティブ・アクション）を
はじめ、男女共同参画の取り
組みの必要性について周知・
啓発を行う。

○ ○ 〇 〇 ○
広報媒体で周知・啓発を行った。
労政だより（9月、1月）掲載：7,960部発行

商業振興課

①

ハローワーク等の関連機関と
連携して、就労を希望する女
性等に対し必要な情報提供
や相談窓口の広報を行う。

－ ○ 〇 〇 ○

各広報媒体で就労及び相談窓口についての情報提供
を行った。
市報掲載：14回
労政だより(9月、1月)掲載：7,960部
ひとり親家庭くらしのハンドブック掲載

商業振興課

②
起業をめざす女性等に対し、
情報交換などの交流の場を
提供する。

－ 〇 〇 〇 ○
「ネットショップセミナー（中級編）」を開催した。（22人参
加）

人権・同和
政策・男女

参画課

3.女性の就労に関する情報収集の場の提供

2.職場における女性の登用促進
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

③
起業をめざす女性等に対し、
起業に関する情報や学習機
会の提供などの支援を行う。

－ ○ 〇 〇 ○

・佐賀市産業支援相談室にて創業支援セミナーを年２
回（基礎コース：２時間×４日、実践コース６時間×2日）
開催し、中小企業診断士や金融機関関係者、起業家を
講師として、起業をめざす女性等に対し、起業に向けた
心構えや、経営・財務・販路拡大・人材育成に関する学
習機会を設けた。新型コロナウイルス感染症対策及び
子育て中の女性等も受講しやすいように、オンラインで
実施した。

工業振興課

④

ひとり親家庭等の就業に関す
る悩みに専門の相談員が対
応する。また、ハローワークや
マザーズコーナー、えびす
ワーク等と連携して就業支援
を行う。

－ 〇 〇 〇 ○
ひとり親家庭等の就業に関する悩みに専門の相談員が
対応した。また、ハローワークやマザーズコーナー、え
びすワーク等と連携して就業支援を行った。

こども家庭
課

①
事業主や労働者に対して、男
女雇用機会均等、職業訓練
に関する内容の広報を行う。

○ ○ 〇 〇 ○
各広報媒体で広報を行った。
労政だより（9月、1月）掲載：7,960部発行
市報掲載：8回

商業振興課

②
各種ハラスメント防止に関する
情報の普及に努める。

○ ○ 〇 ― ○

育児、介護、治療等と仕事の両立に関するセミナーをＲ
3.2.5開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症
の影響もあり、参加者が0名であった。

商業振興課

③
企業研修において、各種ハラ
スメント防止に対する啓発を
行う。

○ ○ 〇 〇 ○
企業研修、市職員研修等において「各種ハラスメント防
止」に対する啓発を行った。（159人参加）

人権・同和
政策・男女

参画課

①

在住外国人対象の子育て支
援事業を開催し、保育者間の
交流・情報交換の場にする。
【数値目標】在住外国人対象
の子育て支援事業開催数

３回 ３回 4回 ６回 ３回

佐賀市国際交流協会と連携し、在住外国人を対象とし
た子育て支援事業を開催した。これにより、保護者間の
交流、情報交換の場を提供した。（世界の歌や遊びの
交流、ウィンターパーティ、子育て相談会など　参加人
数　151人）

国際課

②

３～６ヵ月頃の子どもとその保
護者を対象に、栄養士による
離乳食の指導と保健師による
絵本の紹介を行う。

－ ○ 〇 中止 ○

ほほえみ館で生後３～６か月頃の乳児と保護者を対象
に栄養士による離乳食の指導を行った。また、保健師
による絵本の紹介も行った。（令和２年度は新型コロナ
ウイルス感染症の影響により中止）

健康づくり
課

３．雇用における男女均等な機会と待遇の確保の促進

1.男女の均等な雇用機会と待遇の確保

2．子育て支援体制の充実
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

③
保育士による地域の子育て
サークルへの人的支援を行
う。

○ 〇 〇 〇 ○
ゆめ・ぽけっと、公立保育所の保育士が直接公民館等
へ出向き、地域の子育てサークルへの人的支援を行っ
た。（57回）

保育幼稚園
課

④

私立認可保育所での支援セ
ンター事業への助成を行い、
就園未満児とその保護者が
交流する場を設ける。

○ 〇 〇 〇 ○

私立認可保育所で開催されている子育て支援センター
事業への助成を行い、親子のふれ合いの場を設けると
共に、地域の子育て家庭に対する育児不安等の解消
及び同年代の子を持つ親同士の交流の促進を図った。

保育幼稚園
課

⑤
保護者の多様な就労形態に
応じた、延長保育等を実施す
る。

○ ○ ○ 〇 ○ 教育・保育施設にて実施した。（延長94園、休日2園）
保育幼稚園

課

⑥
一時預かり保育の広報・周知
を図る。

○ ○ ○ 〇 ○ ホームページで周知を図った。
保育幼稚園

課

⑦
小児科医院に併設した施設
での病児・病後児保育事業の
実施

○ ○ 〇 〇 ○

保護者の仕事の都合等で、病中・病気回復期にある子
どもを自宅で世話することが難しい場合等に、市内２箇
所の小児科医院に併設した保育室で保育を実施した。
（年間利用実績626人）

子育て総務
課

⑧

保護者が就労等により不在と
なる平日及び土曜日の時間
に放課後児童クラブを実施
し、児童の健全な育成を図
る。

○ ○ 〇 〇 ○
保護者が就労等により、放課後家庭にいないことが常
態である児童を預かり、健全育成・安全確認を行った。
（平日、長期休業中、土曜日）

子育て総務
課

⑨
「ゆめ・ぽけっと」において、保
育士、保健師による相談指導
を行う。

○ ○ ○ 〇 ○
「ゆめ・ぽけっと」に来館している保護者から寄せられ
る、育児に関するさまざまな相談に、在籍している保育
士・保健師がアドバイスを行った。（2,472件）

保育幼稚園
課

⑩
家庭児童相談室を設置し、子
どもの養育や心身の発達に関
する相談対応を行う。

○ 〇 〇 〇 ○
家庭相談員等（4人）を配置し、子どもの養育や心身の
発達に関する相談への対応を行った。
相談対応件数14,219件

こども家庭
課

⑪

障がいがある子どもを早期に
発見し、合理的配慮をはじめ
としたさまざまな相談に対応
できる体制づくりに努める。

－ ○ 〇 〇 ○

乳幼児健診を活用して発達障害の疑いのあるこどもを
発見し、発達についての相談先を紹介したり、早期診
断・早期療育を提供した。
＜早期診断事業＞
にこにこ発達相談利用者　24人
（うち、医師等による診察・診断を受けたもの　20人）
＜児童発達支援事業＞
クラスルームといろ利用児童数　延べ1,935人

子育て総務
課
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①
母子・父子自立支援員による
就業支援を行う。

○ 〇 〇 〇 ○

ひとり親家庭の総合相談窓口として、相談・支援を行っ
た。
母子・父子自立支援員相談対応延べ件数：2,602件
（母子相談2,532件　父子相談70件）

こども家庭
課

②
ひとり親の自立に向けての能
力開発のための経済的支援
を行う。

○ 〇 〇 〇 ○

高等職業訓練促進給付金、自立支援教育訓練給付金
等の制度紹介により、ひとり親のスキルアップに向けた
支援を行った。
高等職業訓練：42件　　自立支援教育訓練：3件

こども家庭
課

③

ひとり親家庭の状況・ニーズ
に応じた自立支援プログラム
を策定し、ひとり親の就業支
援を行う。

○ 〇 〇 〇 ○

児童扶養手当受給者と個別に面接を実施し、個々の状
況・ニーズに応じた自立支援プログラムを策定して、ハ
ローワーク等と連携しながら、自立・就業支援を行った。
（プログラム策定件数53件）

こども家庭
課

3．ひとり親に対する就労支援の促進
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①

介護教室を実施し、在宅での
介護負担を軽減する。
【数値目標】介護教室におけ
る男性受講者の割合

12.5%

 15.4％

1回目 27.3％
2回目 6.7％

15.0%

1回目 10.0%
2回目 20.0%

 19.2％

1回目 11.8％
2回目 33.3％

20.0%

　在宅介護における様々な介護技術や精神的な負担を
軽減させるための技術の習得を目的とし、家族介護教
室を２回実施した。
◎テーマ「在宅介護の心得」
第１回　「かんたん！着替えのポイント／お風呂を楽しも
う！」
・参加者　17名（内男性　2名）
・介助のコツと福祉用具を利用した安全な方法（講義）・
（実技）
第２回　「おいしく食べる工夫・排泄の介助」
・参加者　9名（内男性　3名）
・美味しく食べる工夫／オムツ交換時の配慮・留意点
（講義）

高齢福祉課

②
市報やホームページにおい
て在宅介護者向けサービスの
広報を行う。

- ○ 〇 〇 ○
在宅介護者向けサービスについて、市報やホームペー
ジを通じて周知を図った。

高齢福祉課

③

介護保険の保険者である佐
賀中部広域連合と連携を図り
ながら、地域包括支援セン
ター（おたっしゃ本舗）を中心
に、適切な介護サービスの利
用や相談対応などを通し、介
護家族に対するサポートを行
う。

－ ○ 〇 〇 ○

地域包括支援センター（おたっしゃ本舗）は、高齢者の
皆さんが、いつまでも住み慣れた地域で安心して過ごし
ていけるよう、介護・福祉・医療なのさまざまな機関と連
携し、総合的に支援をするために設けられた相談窓口
である。高齢者の皆さんの権利を守り、暮らしやすい地
域づくりに取り組むと共に、自立した生活を支援してい
く。そのためにも、特に、適切な介護サービスの利用や
相談対応などを通し、介護家族に対するサポートを行っ
た。

高齢福祉課

④

仕事と介護の両立のための制
度利用促進に関する取組み
について、市報やホームペー
ジ等を通じて周知を行う。

－ ○ 〇 〇 ○
仕事と介護の両立のための福祉サービスや介護保険
サービスの利用について、ホームページに掲載し周知
を行った。

高齢福祉課

4．介護支援体制の充実
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①

事業主や労働者に対して、
ワーク・ライフ・バランスの促進
に関する広報を行う。

－ ○ 〇 〇 ○
広報媒体で広報を行った。
労政だより（9月、1月）掲載：7,960発行

商業振興課

①

「次世代育成支援対策推進
法」に基づき、事業所に対し、
子育て支援の一般事業主行
動計画の周知を図り、策定を
促進する。

－ ○ 〇 － ○
佐賀市働くひとにやさしい企業応援利子助成制度はＲ
2.3末にて終了

商業振興課

②

事業主や人事担当者に対し、
研修会等を実施し、ワーク・ラ
イフ・バランスの更なる推進を
図る。
【数値目標】ワーク・ライフ・バ
ランスに関する研修会等の開
催回数

－ 11回 2回 １回 1回以上/1年
事業所の経営者や人事担当者、女性社員、管理職等
に対し、ワーク・ライフ・バランスの啓発を行い、研修会
等を実施した。（参加者18人）

人権・同和
政策・男女

参画課

①

農業従事者を対象に、生産・
販売に関する研修会や先進
地視察、消費者交流事業を
行う。
【数値目標】生産・販売に関
する研修会等への女性参加
者数

のべ617人
（Ｈ23年度

～Ｈ26年度）
812人 1,000人 1,075人

のべ1,000人
（Ｈ28年度

～Ｈ32年度）

・消費者交流事業・ふるさと自慢教室（全2回開催）59人
・さがんパワー研修会（全1回開催）5人
・新規就農経営力養成研修会（全1回開催）    4人
・ＩＴ農業研修会参加者　0人
・佐賀市担い手育成総合支援協議会次世代農業者育
成支援事業（研修会参加補助：7件） 7人

農業振興課

②

女性が農業経営の意思決定
の場に参画できるよう促進す
る。
【数値目標】夫婦で共同申請
をした認定農業者

13組 10組 10組 10組 18組 ・家族経営協定による認定農業者の共同申請 農業振興課

1．ワーク・ライフ・バランスの普及、啓発
４．ワーク・ライフ・バランスの推進

1.事業や経営方針決定過程への女性の参画促進
５．農林水産業、商工業等における男女共同参画の促進

2．ワーク・ライフ・バランスの推進に向けた環境整備
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①

女性農業従事者が将来にわ
たり経済的に安定するため
に、農業者年金の加入を促進
する。
【数値目標】農業者年金の女
性加入者数

46人 53人 ５８人 62人 51人

女性農業従事者の農業者年金への加入を勧めることで
老後の農業経営や生活の安定を図った。また、保険料
の国庫補助の対象となり得る者については、家族経営
協定の締結を推進すること等により農業経営への女性
の参画を促した。

農業委員会

②

漁業協同組合の協力のもと協
業化を推進することにより、女
性の労働条件を緩和し、より
多くの社会参加ができるような
環境を整える。

○ ○ 〇 〇 ○
漁業協同組合の協力のもと、個人事業者に対して協業
化に取り組むよう推進を図った。

水産振興課

①
各種ハラスメント防止に関する
研修を実施し、ハラスメントの
ない職場環境づくりを行う。

○ ○ 〇 〇 ○
各種ハラスメント防止に関する研修を実施した。
ハラスメント防止研修（eラーニング）（実施期間：12/16
～2/15）

人事課

②

男女共同参画情報紙「男女
共同参画課の窓から」を配信
し、男女共同参画の意識付け
を行う。
【数値目標】「男女共同参画
課の窓から」発行数

12回 12回 １２回 12回 12回
毎月、庁内向け情報紙「男女共同参画の窓から」を庁
内各部署に配信・送付し、意識啓発を行った。

人権・同和
政策・男女

参画課

③

「子どもへのまなざし運動」の
取り組みとして、「親子ふれあ
いデー」（毎月1日）を実施し、
定時退庁を推進する。

○ ○ 〇 〇 ○
人事課と協力し、親子ふれあいデーであることをノーツ
メールにて周知し、定時退庁を推進した。
メール送信回数45回

社会教育課

1.男女共同参画についての職員の意識向上
６．庁内における男女共同参画推進体制の整備

2.働きやすい労働条件及び労働環境づくり
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Ⅳ．男女が共に働きやすい環境づくり

重点
目標

施策
基準値

(H26年度)
実績値

（H30年度）
実績値

（R1年度）
実績値

（R2年度）
目標値

(R2年度)
事業内容 担当課

体系一覧（第三次計画）

事　業

①

子どもと過ごす時間を拡大す
るために、男性の育児休暇取
得の促進に取り組む。
【数値目標】出産補助 ・男性
育児参加休暇取得率

－ 76.2% 93.3% 79.3% 100.0%
佐賀市特定事業主行動計画に従い、出産補助・男性
育児参加休暇取得の促進を図った。

人事課

②

男性の育児への参画支援とし
て、男性の育児休業の取得
促進に取り組む。
【数値目標】男性育児休業取
得率

3.8% 9.5% 13.3% 34.5% 10.0%
佐賀市特定事業主行動計画に従い、男性の育児休業
の取得促進を図った。

人事課

③

職員のワーク・ライフ・バランス
の推進のために、水曜日の
ノー残業デーにおける定時退
庁や年次有給休暇の取得を
促進する。
【数値目標】職員一人あたり
の年次休暇の取得日数割合

60.4% 66.9% 68.4% 67.4% 80.0%
ワーク・ライフ・バランスの推進に向けて、ノー残業デー
における定時退庁や年次有給休暇の取得促進を図っ
た。

人事課

①

「女性の職業生活における活
躍の推進に関する法律」に基
づく、特定事業主行動計画を
公表し、計画の内容を推進す
る。

－ ○ 〇 〇 ○
「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」
に基づく、特定事業主計画を策定し、推進を図った。

人事課

②

女性職員自身の意識・意欲向
上を図るため、組織における
女性の活躍を支援する研修
を実施する。

○ ○ 〇 中止 ○

キャリア相談員研修（女性管理職及び監督職、年1回実
施）
Ｒ2年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止。

人事課

③
管理・監督職に対し、女性職
員育成の視点の意識形成を
図る。

○ ○ 〇 〇 ○
管理・監督職の職員（46人）に対し、女性活躍推進を
テーマとした研修会を実施した。

人権・同和
政策・男女

参画課

3.庁内における女性活躍の推進

2.庁内における男女共同参画の推進
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